平 塚 明 子 (らいてう) 



長 谷川 時雨 



ら いてう さま、 

いかが さわ 

このほどお 体 は 如何で 御座いま すか。 爽やかな 朝風 

に 吹かれる と いかにも すがすがしくて、 今日 こそ、 何 

も かもして しまおうと、 日頃のお こたり を 責められな 

がら、 私 は、 貧乏な 財 袋よりも なお 乏しい 頭の 濫費 を 

し つ つ 無為な 日 を 送つ ております。 

御 あたり はお 静かで ございま すか。 田舎での 御 生活 

は、 どこ やら 不如意な ようで いて、 充実され たもので 

ラら やま 

あろうと、 お 羨 しく ぞんじます。 あなたのお： K: にも 



かさ —— そんな こと を 思いながら 眺めて おりました。 

よどり 

そちらの 月の 夜 は、 夜鳥 も さぞ 鳴きす， ぎる ことで) 」 ざ 

つきあかり 

いましょう。 月明に、 夜空に 流れる 雲の たたずまい 

も さぞ 眺められる ことで 御座いましよう。 そして 静寂 

な 中に、 ともしび を かこんで、 お子様が たの おだやか 

な 寝息に 頭 を まわしながら、 静かに、 あなたが たは 何 

をお 読みに なって いらっしゃ るか、 何 をお 思いに なつ 

てお 出であろう か、 または、 何に ついて お 談話 をな さ 

れ てであった ろうかと、 ふと 何ともい えぬ 懐し みが 

わ 

湧き上りました。 

からだ ともん 

らいてう さま、 あなたのお 健康 は、 都 門 を 離れた お 



ました。 商売と は、 昔 者の 言葉で いえば、 世渡りの 綱 

しろ 

で、 心に もない 事 も 言って 生活の 代 を 得る —— という 

ふうに、 そうした 言葉で、 その 折に もそう した 意味に 

用いられました。 

わたくし はかなり の 憤お り を 感じました。 親譲りの 

あ）' 

財産で もない かぎ リ、 また 有 あまった 収入の 道が あつ 

て 体が 暇な 人が する お 道楽なら 知らず、 食べないで 働 

ける ものではありません。 昔の 高僧と よばれる 人で さ 

きしゃ 

え、 人間 を 救いながら 喜捨 は うけてい ました。 与えら 

れた 食物 を糧 にして 救いました。 それが すこしも 賤し 

い 事で も 何でもありません、 立派な 生活です。 一 本の 



出す ことが 出来ません。 たしか 寒い、 雪の 中 を、 あな 

たが 気強 さ を 守り 通して、 一人で 山の 方へ 立って おし 

まいな さった という こと を おぼえて おる だけです。 そ 

のうち、 「煤 烟」 の 作者 を、 ずっと 後に 見かけた 事が あ 

ります。 大柄な、 肥った、 近眼鏡 を かけた 色の 白い、 

つれそ 

髪 を 短く かった 方でした。 以前から お 連 添いに なって 

いる 藤 間 勘 次さん が、 藤間静 枝の 「藤 蔭^」 の 第一 回 

ときわ 

に 出られた 時の ことで、 日本 橋の 常 盤 倶楽部で 御座い 

ました。 その 折に わたくし は 何故と なく 「煤 烟」 は 男 

の 方から 見た だけで 書いた もの だとい う 気持が しまし 

た。 その後、 『青 鞛』 から 尾 竹紅吉 さんの 『サフラン』 



たくもう せば、 よかった と はもう せません が、 わたく 

し は 大変 興味 を もって 読みました。 その また あなたが 

禅 をお 学び だとい うこと も そのうち 承 わりました。 

いつぞや 有 楽 座で、 チェ ホフの r 叔父 ヮ— ニヤ」 を 

しろうと 

素人の 劇団の 方た ちが 演じた ぉリ、 奥 村さん が ギタ— 

を 弾く 役 をな さった 事が ありました。 あの 節お 招き を 

頂きながら 田 端の アトリエ へ うかがわ なか つたの を、 

いまでも 大層 残念に 思って おります。 お宅が 芝居のお 

けいこば になつ ている から 見に 来て くれる ようにと お 

言づ ての あつたお り、 わたくし は 何ともい えぬ 

4? き あ、 あ、 

和気 藹々 とした もの を 感じました。 わたくし も あなた 



で、 芝居の 座席の 割りつ けに 苦心して お出でな さるの 

を 見る の はお 気の毒の ように さえ 思いお りました。 く 

からだ 

れ ぐれ も 只今の 御 生活 を、 お 身体の 滋養と なさって、 

御 休養 を 切に 祈ります。 これからの 激しい 世 波 を乗リ 

越す に は、 気力 も、 体力 も、 智力の 下に 見る 事 は 出来 

まいと 思います。 御 自愛なさい まし、 らいてう さま。 

—— 大正 十二 年 七月 II 

附記 明治 四十 四 年 十月、 平 塚ら いてう (明 子) さ 

ん によって 『青 鞘』 が 生れた の は、 劃期的な —— 

かくせい れいめい 

女性 覚醒の 黎明の 暁 鐘であった。 この プリ ュ—. 



かりで ある。 

私 はよ く 知っている、 嘲りの 下に 隠れた 或 もの 

を。 

そして 私 は 恐れない。 

(中略) 

—— 私 ども は 隠された る 我が 太陽 を 今や 取 戻さ 

ねばならぬ。 

わたくし は 新ら しい 女で ある。 わたくし は 太陽で 

あると、 らいてうさん は 叫んだ。 

「新ら しい 女」 という 名が、 讃美、 感嘆、 中傷、 

侮辱、 揶揄と 入り 交って、 最初 は 青 鞘 社員から 社 



友に、 それから は 一 般の 進歩的 婦人の 上に ふり そ 

そがれた。 

『青 鞘』 は 最初、 社会的に 全然 地位 も 自由 ももた 

ない 婦人た ちが、 文芸 を 通じて 心の 世界に 自由 を 

求め、 そこに 自分の 生命 を 見出そうと、 中 野 初子 

きうち ていこ 

(日本 女子大学 国文科 出身) 木 内 錠 子 (同) 

やすもち よしこ もずめ かずこ 

保持 研 子 (同) 物 集 和 子 (夏 目漱石 門人 • 物 集 博 

ひらつ か はる こ 

士 令嬢) 平 塚 明 子 (日本 女子大学 家政科 出身) の 

五 人の 発起だった。 

この 人た ちの 勇気と 決心 は、 婦人 解放 運動の 

きょか 

炬火と なった の だ。 



『青 鞘』 の 編輯 は、 最終の ころ は、 伊藤 野 枝さん 

おおすぎ さかえ 

にかわつ ていた。 野 枝さん は 後に 大杉栄 氏 夫人 

となって、 震災のお り X されて しまった。 

この 附記 は、 らいてう さんの 出発点 をよ く 知らぬ 

だそく しる 

人の ために、 蛇足 かもしれ ぬが 記して おく。 
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